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春
は
天
候
不
順
で
気
持
ち
も
不
純
だ
！ 

折
角
の
花
見
時
な
の
に
、
外
は
冷
た
い
雨
が
降
っ
て
い
る
。 

こ
う
な
っ
た
ら
、
銀
座
の
バ
ー
で
酒
で
も
飲
も
う 

そ
う
発
想
す
る
諸
兄
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

連
日
繰
り
出
さ
な
い
と
、
桜
は
散
っ
て
消
え
る
。 

一
昨
日
は
増
上
寺
、
昨
夜
は
隅
田
川
河
畔
、
週
末
は
三
井
寺
ま
で
足
を
延
す
か
。 


